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委員会活動報告

委員会視察
総務文教委員長　小林重太郎

ＬＧＢＴフレンドリー宣言と性の多様性
防災対策・こども若者支援センター

総 務 文 教 委 員 会

　 7月29〜31日、大阪府茨木市「ＬＧ
ＢＴフレンドリー宣言と性の多様性」
神戸市「防災対策」愛知県豊橋市「こ
ども若者支援センター」への視察を行
いました。
視察内容
〇令和 4年に性の多様性を尊重するま
ちづくり宣言を行った目的や背景。
〇性的マイノリティの方への支援体制。
〇パートナーシップ宣誓制度。
〇阪神・淡路大震災の被害、インフラ
の復旧状況、震災の経験や教訓、避
難所などの環境整備、今後発生する
可能性のある南海トラフ地震に対す
る備え。

〇防災福祉コミュニティへの活動支援。
〇豊橋こども若者支援センター設置ま
での経緯及び活動実施内容。
〇妊娠、出産、子育てから自立までの
切れ目のない支援体制。
〇ヤングケアラーの支援、認知度を高
めるための工夫。

常任委員会の活動報告

　今回、常任委員会活動報告でご紹介する内容については、下記のとおりです。

・総務文教委員会　…　行政視察※について（大阪府茨木市ほか）

・市民福祉委員会　…　分科会審査について（人権政策課の審査）

・産業建設委員会　…　行政視察※について（北海道函館市）

※行政視察とは…先進的な地域や他自治体の優れた行政事例、実情を調査・研究し、そ

の知見を小諸市の行政運営や住民サービス向上に役立てること目的とし、他自治体へ

の行政視察を行っています。

神戸市
「防災対策について」

豊橋市
「こども若者支援センターについて」

インスタグラムはじめました！

@komoro__gikai
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委員会活動報告

分科会審査
市民福祉委員長　土屋利江

外国にルーツの方が安心して学べる場
日本語学習支援業務委託料の増額を！

市 民 福 祉 委 員 会

　人権政策課の審査で、多文化共生推
進事業の日本語学習支援業務委託料20
万円について質疑と意見がありました。
Ｑ：利用人数の内訳は？
Ａ：日本語教室は 4月から11月まで開

催。昼間の教室が計29回17人、夜
間の教室が28回41人の方が参加し
ています。個別対応で小学生を対
象に 7回開催しています。

Ｑ：講師の人数はどのくらいか？
Ａ：昼間が 4人。夜間が 8人で、小学

生の学習支援はボランティアです。
意見：日本語学習支援に関しては、単

なる学習支援だけではなく、言葉
のヤングケアラーの支援にも繋が

り、地域の成長に繋がる取組であ
ります。東信地区では小諸市が一
番費用負担が多いそうですが、20
万円の委託料は少なく、十分な対
応ができているのか疑問があるの
で、委託料の増額や対応の充実を
お願いします。

委員会視察
産業建設委員長　楚山伸二

ワイン 6次産業化、はこだて未来大学、
函館スマートシティ、ＡＩデマンド交通

産 業 建 設 委 員 会

　 7月29日から 3日間、産業建設委員
会は北海道函館市への行政視察を行い
ました。
　初日は、函館市役所にて「ワインを
活用した地域振興や観光促進の取組」
と、「スマートシティ構想におけるデ
ジタル変革の推進及びAIデマンド交通
社会実験の取組」について、それぞれ
担当課の方より説明を受けました。
　 2日目は、実践現場であるワイナリ
ーと、AIデマンドタクシーのシステム
を開発した「はこだて未来大学」を訪
問しました。視察した内容を小諸市施
策へ反映すべく提案要望へと繋げてま
いります。

「はこだて未来大学」の全面ガラス
張りの校舎をバックに

5階までの吹き抜けが特徴的な教室空間
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9 月定例会概要

高
齢
福
祉
費

問	

介
護
事
業
所
と
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
つ
な
ぐ
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
イ
ト
は
新
設
さ
れ
た
も
の
か
。

答	

令
和
5
年
度
の
、
市
民
福
祉

委
員
会
の
「
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
と
介
護
人
材
確
保
対

策
」
に
関
す
る
提
言
を
受
け
、

長
野
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
実

施
す
る
、
介
護
事
業
所
に
お
け

る
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
利
用
料

が
一
定
期
間
無
料
に
な
る
と
い

う
事
業
の
活
用
を
開
始
し
た
。

無
料
期
間
中
、
幅
広
い
年
齢
層

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
、
傾
聴
、

風
呂
掃
除
、
昼
食
後
の
食
器
洗

い
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
補

助
等
が
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
介
護

事
業
所
を
利
用
し
て
い
る
高
齢

者
か
ら
好
評
を
得
ら
れ
た
。

人
権
同
和
政
策
総
務
費
運
営
費

問	

部
落
解
放
同
盟
小
諸
市
協
議

会
補
助
金
に
つ
い
て
、
負
担
金
、

補
助
及
び
交
付
金
と
扶
助
費
の

交
付
に
関
す
る
指
針
で
は
、
補

助
率
は
原
則
と
し
て
1/2
を
上
限

と
し
、
超
え
る
場
合
は
、
そ
の

理
由
や
効
果
を
検
証
す
る
と
と

も
に
、
期
限
を
定
め
た
う
え
、

答	

本
業
務
は
ア
セ
ス
メ
ン
ト
業

務
で
あ
り
、
ま
ず
は
現
状
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
改
善

に
つ
い
て
は
今
後
検
討
す
る
。

小
学
校
施
設
維
持
管
理
事
業

意	

小
学
校
の
維
持
補
修
に
つ
い

て
、
計
画
的
に
実
施
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

社
会
福
祉
総
務
費
運
営
費

問	

な
り
手
不
足
の
課
題
が
あ
る

民
生
児
童
委
員
等
に
行
っ
た
、

負
担
感
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

答	

「
高
齢
者
へ
の
月
2
回
の
訪

問
は
大
変
だ
が
大
事
な
事
業
で
、

地
域
福
祉
と
し
て
や
り
が
い
も

あ
る
。
直
接
の
業
務
で
は
な
い

が
、
区
で
開
催
す
る
福
祉
活
動

等
の
運
営
担
当
者
を
兼
務
し
て

い
る
た
め
、
企
画
や
人
集
め
で

負
担
感
が
あ
る
。」
と
い
う
結

果
で
あ
っ
た
。
負
担
感
が
大
き

い
区
に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
区
と
民
生
児
童
委
員
の
協
議

に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

組
織
と
し
て
負
担
軽
減
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

令
和
6
年
度�

�

一
般
会
計
決
算

財
政
目
標

問	

財
政
調
整
基
金
残
高
、
市
債

残
高
、
及
び
実
質
公
債
費
比
率

に
お
け
る
目
標
値
に
つ
い
て
、

計
画
の
値
に
比
べ
て
実
績
の
値

が
か
な
り
良
い
が
、
理
由
は
何

か
。
財
政
的
に
余
裕
が
あ
る
と

い
う
こ
と
か
。

答	

目
標
値
の
計
画
の
値
に
つ
い

て
は
、
こ
の
値
を
ク
リ
ア
し
て

い
れ
ば
、
あ
る
程
度
は
健
全
な

財
政
を
保
っ
て
い
る
と
い
う
目

安
と
な
り
、
こ
の
計
画
の
値
に

近
づ
く
と
危
機
感
を
持
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
値
で
あ
る
。
市

の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
現
時

点
で
は
良
い
と
考
え
る
が
、
短

期
的
な
将
来
財
政
を
見
た
と
き

に
は
決
し
て
余
裕
が
あ
る
と
言

え
な
い
状
況
で
あ
る
。

小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
事
業

問	

市
内
小
中
学
校
8
校
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
業
務

を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
環
境
は
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
た
の
か
。

令
和
6
年
度�

�

一
般
会
計
決
算
の
概
要

　

令
和
6
年
度
決
算
は
、
異
常
気

象
に
よ
る
自
然
災
害
の
発
生
や
農

作
物
の
生
育
不
良
、
国
際
紛
争
に

伴
う
燃
料
費
や
資
材
高
騰
な
ど
に

よ
り
、
多
方
面
で
の
物
価
高
騰
が

日
常
生
活
に
大
き
な
負
担
と
な
っ

て
い
る
状
況
の
中
、
前
年
度
に
引

き
続
き
、
歳
入
・
歳
出
と
も
当
初

予
算
か
ら
拡
大
し
た
規
模
と
な
っ

た
。
歳
入
に
お
い
て
は
、
定
額
減

税
が
あ
っ
た
も
の
の
減
収
分
は
地

方
特
例
交
付
税
で
措
置
さ
れ
た
こ

と
と
地
方
交
付
税
の
伸
び
に
よ
り
、

財
政
指
標
は
概
ね
良
好
な
水
準
を

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
196

億
6
千
501
万
円
で
、
前
年
度
比

0.6
％
の
減
と
な
っ
た
。
歳
出
決
算

額
は
188
億
6
千
829
万
円
で
、
前
年

度
比
0.1
％
の
減
と
な
っ
た
。

　

令
和
6
年
度
一
般
会
計
決
算
の

詳
細
は
、
広
報
こ
も
ろ
11
月
号
10

～
11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問	

＝　

質　

疑

答	

＝　

答　

弁

意	

＝　

意　

見

令和 6年度決算を認定
　 9月定例会は、 8月26日から 9月26日までの32日間の会期で開催されました。
　理事者提出議案については、条例案 9件、決算認定17件、予算案 7件、請負契約 2件、
一般案件 2件、人事案件 2件の計39件、議員提出議案については 1件で、合計40件でした。
　理事者提出議案のうち、予算案 1件（令和 7年度補正予算【学校再編事業】）について
は賛成少数のため否決（19ページ参照）となりました。それ以外の議案については原案ど
おり可決しました。また、請願 1件は趣旨採択、陳情 1件は不採択となりました。
　議会だよりでは、条例・予算審査等における主な審議経過をお知らせします。
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9 月定例会概要

同
開
発
事
業
か
。
ま
た
販
路
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答	

マ
イ
セ
ル
ジ
ャ
パ
ン
㈱
で
は

マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
の
菌
糸
を
活

用
し
た
布
を
製
造
し
て
お
り
、

そ
の
製
品
が
さ
ら
に
強
度
を
増

す
た
め
の
共
同
開
発
事
業
で
あ

る
。
こ
の
製
品
は
、
名
札
や
キ

ー
ホ
ル
ダ
ー
と
い
っ
た
商
品
や
、

大
手
ス
ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、

ビ
ニ
ー
ル
レ
ザ
ー
に
代
わ
る
代

替
品
と
し
て
、
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー

ム
レ
ザ
ー
を
採
用
す
る
な
ど
、

さ
ら
に
販
路
拡
大
が
見
込
め
る

の
で
、
事
業
適
性
に
合
っ
て
い

る
と
判
断
し
た
。

令
和
７
年
度�

�

特
別
会
計
補
正
予
算

小
諸
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計�

（
2
千
万
円
の
増
額
補
正
）

意	

予
算
規
模
が
大
き
く
な
っ
て

お
り
、
今
後
も
さ
ら
に
大
き
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

保
健
事
業
に
よ
る
市
民
の
健
康

増
進
を
含
め
た
財
政
運
営
の
健

全
化
に
つ
い
て
引
き
続
き
努
力

を
お
願
い
し
た
い
。

料
収
入
の
減
少
な
ど
の
影
響
に

よ
り
、
経
営
が
成
り
立
た
な
く

な
る
恐
れ
も
あ
る
た
め
、
ウ
ォ

ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
導
入
を
踏
ま
え

た
料
金
改
定
の
必
要
は
出
て
く

る
と
考
え
て
い
る
。

意	

公
共
下
水
道
の
水
洗
化
率
を

進
め
、
市
民
の
利
便
性
を
高
め

て
ほ
し
い
。

令
和
７
年
度�

�

一
般
会
計
補
正
予
算

◆
補
正
予
算
第
4
号�

（
6
億
2
千

900
万
円
の
増
額
補
正
）

防
災
情
報
基
盤
整
備
・
運
用
事
業

問	

孤
立
可
能
性
地
域
の
う
ち
、

情
報
通
信
機
器
を
有
し
な
い
地

域
へ
の
無
線
機
は
、
ど
こ
に
配

置
す
る
の
か
。

答	

公
民
館
や
区
長
宅
を
想
定
し

て
い
る
が
、
配
置
場
所
は
、
今

後
、
区
長
と
相
談
し
た
い
。

企
業
立
地
推
進
事
業

問	

産
学
官
共
同
開
発
支
援
事
業

の
、
信
州
大
学
繊
維
学
部
と
市

内
の
マ
イ
セ
ル
ジ
ャ
パ
ン
㈱
の

共
同
開
発
事
業
の
た
め
の
助
成

金
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
共

令
和
6
年
度�

�

特
別
会
計
決
算

小
諸
公
園
事
業
特
別
会
計

問	

消
費
税
申
告
の
事
務
処
理
の

誤
り
に
よ
り
追
徴
課
税
さ
れ
た

延
滞
税
及
び
不
納
付
加
算
税
31

万
600
円
に
つ
い
て
、
何
故
発
生

し
た
の
か
。

答	

中
間
決
算
と
決
算
期
を
逆
に

考
え
て
お
り
、
9
月
期
の
決
算

を
行
わ
ず
、
3
月
に
決
算
処
理

を
し
た
た
め
、
そ
の
間
の
決
算

の
遅
れ
や
、
併
せ
て
、
中
間
申

告
で
申
告
内
容
に
誤
り
が
あ
り
、

追
徴
課
税
が
発
生
し
た
。

令
和
6
年
度�

事
業
会
計
利
益
処
分
・
決
算

小
諸
市
公
共
下
水
道
事
業
会
計

問	

令
和
7
～
16
年
度
ま
で
の
経

営
戦
略
改
定
に
よ
り
、
下
水
道

使
用
料
の
改
定
の
必
要
性
の
検

討
を
行
っ
た
、
と
あ
る
が
改
定

の
必
要
性
は
あ
っ
た
の
か
。

答	

令
和
7
年
度
の
経
営
状
況
な

ど
か
ら
切
迫
す
る
状
況
で
は
な

い
も
の
の
、
今
後
、
施
設
の
老

朽
化
や
人
口
減
少
に
よ
る
使
用

ウ
ム
を
支
給
す
る
費
用
が
約
1

千
200
万
円
発
生
す
る
。

公
共
交
通
事
業

問	

こ
も
ろ
愛
の
り
く
ん
の
利
用

申
込
み
方
法
に
つ
い
て
、
現
在

は
電
話
予
約
の
み
だ
が
、
聴
覚

障
が
い
の
方
も
利
用
で
き
る
よ

う
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
込
の
検
討

は
し
て
い
る
の
か
。

答	
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
受
付
は
見
落
と

し
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
通

常
は
電
話
受
付
の
み
と
し
て
い

る
が
、
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
利

用
者
向
け
に
個
別
に
相
談
を
受

け
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
対
応

を
し
て
い
る
。

移
住
・
定
住
促
進
事
業

問	

住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
の
全

国
順
位
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

検
証
を
行
っ
て
い
る
か
。

答	

順
位
は
多
少
下
が
っ
て
い
る

が
、
県
内
で
は
19
市
中
2
位
と

良
い
順
位
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
年
の
動
向
で
順
位
が
変
動
す

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
令

和
7
年
度
も
引
き
続
き
30
位
以

内
を
狙
っ
て
い
く
。

減
額
す
る
と
あ
る
が
、
補
助
率

1/2
を
超
え
て
補
助
金
を
出
す
理

由
は
何
か
。

答	

補
助
金
の
額
が
1/2
を
超
え
て

い
る
の
は
承
知
し
て
い
る
。
補

助
金
の
額
も
全
体
と
し
て
減
額

と
な
っ
て
い
る
。
市
で
手
が
回

ら
な
い
部
分
も
協
議
会
に
啓
発

活
動
や
知
識
の
研
鑽
を
お
願
い

し
、
助
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

近
年
、
学
校
の
先
生
と
の
勉
強

会
な
ど
も
行
っ
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
妥
当
だ
と
思
う
。

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

問	

返
済
の
な
い
人
に
対
し
ど
う

い
う
方
針
で
い
る
の
か
。

答	

毎
月
、
返
済
の
通
知
を
送
付

し
、
家
庭
訪
問
な
ど
も
し
て
折

衝
記
録
に
残
し
て
い
る
。

市
道
除
融
雪
事
業

問	

除
融
雪
作
業
が
発
生
し
な
い

場
合
で
も
ど
の
程
度
の
費
用
が

発
生
す
る
の
か
。

答	

作
業
が
発
生
し
な
い
場
合
で

も
、
機
械
管
理
費
が
約
4
千
万

円
、
雪
の
予
報
が
発
表
さ
れ
た

際
の
待
機
保
証
料
が
約
1
千
万

円
、
事
前
に
区
に
塩
化
カ
ル
シ
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9 月定例会概要

◆
小
諸
市
教
育
委
員
会
委
員
任
命

の
同
意
に
つ
い
て

　

矢
嶋　
　

真　

氏

議
員
発
議

◆
小
諸
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

議
会
に
関
連
す
る
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
関
す
る
地
方

自
治
法
の
改
正
、
及
び
全
国
市

議
会
議
長
会
に
お
い
て
標
準
市

議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

案
が
示
さ
れ
た
た
め
、
所
要
の

規
定
の
整
備
の
た
め
改
正
を
す

る
も
の
。

　

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

こ
と
に
つ
い
て
、
小
諸
市
議
会

が
小
諸
市
及
び
小
諸
市
教
育
委

員
会
に
働
き
か
け
る
よ
う
求
め

る
も
の
。

　

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
「
趣
旨
採
択
」
と

決
し
た
。

　

請
願
者　

学
校
再
編
で
住
民

合
意
を
実
現
す
る
小
諸
市
民
の

会　

小
山
知
徳
、
小
山
優
子

◆
消
費
税
減
税
を
求
め
る
陳
情

　

本
陳
情
は
、
消
費
税
の
減
税

を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出

す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
。

　

総
務
文
教
委
員
会
で
採
決
の

結
果
、「
不
採
択
」
と
決
し
た
。

　

陳
情
者　

消
費
税
廃
止
佐
久

地
区
各
界
連
絡
会　

代
表　

高

見
澤
好
市人

事
案
件

　

任
期
満
了
等
に
伴
う
推
薦
・
任

命
に
つ
き
同
意
し
ま
し
た
。

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　

片
桐
喜
美
江　

氏

　

塩
川　

英
子　

氏

市
町
村
長
が
工
事
で
き
る
よ
う
改

正
を
行
う
も
の
）

問	

「
災
害
そ
の
他
非
常
の
場
合

に
お
い
て
市
長
が
他
の
市
町
村

長
の
指
定
を
受
け
た
者
に
工
事

を
行
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
」
と
あ
る
が
、
他

市
町
村
の
指
定
店
に
つ
い
て
把

握
は
で
き
て
い
る
の
か
。

答	

全
国
の
下
水
道
の
標
準
条
例

が
改
正
さ
れ
た
中
で
ほ
と
ん
ど

の
自
治
体
で
本
条
例
改
正
を
実

施
し
て
い
る
。
他
市
町
村
の
指

定
店
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

請　

願
・
陳　

情

◆
施
設
併
設
型
小
中
一
貫
校（
6
・

3
制
）
か
ら
施
設
一
体
型
義
務

教
育
学
校
（
9
年
制
）
に
変
更

し
た
経
緯
と
根
拠
に
つ
い
て
全

市
民
に
周
知
を
求
め
る
請
願

　

本
請
願
は
、
施
設
併
設
型
小

中
一
貫
校
（
6
・
3
制
）
か
ら

施
設
一
体
型
義
務
教
育
学
校

（
9
年
制
）
に
変
更
し
た
経
緯

と
根
拠
に
つ
い
て
、
全
市
民
へ

の
周
知
を
図
る
た
め
、
説
明
会

や
意
見
交
換
会
等
を
開
催
す
る

条　

例　

な
ど

　

常
任
委
員
会
の
審
査
経
過

総
務
文
教
委
員
会

◆
小
諸
市
職
員
の
勤
務
時
間
及
び

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例�

（
国
の
法
改

正
に
伴
い
、
仕
事
と
育
児
の
両

立
支
援
制
度
の
拡
充
に
よ
り
職

員
の
意
向
確
認
等
に
関
す
る
改

正
等
を
行
う
も
の
）

問	

育
児
、
介
護
等
の
休
暇
を
申

し
出
た
職
員
に
対
す
る
意
向
確

認
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

ま
た
、
ケ
ー
ス
に
沿
っ
た
個
別

の
対
応
は
で
き
る
の
か
。

答	

制
度
の
内
容
を
職
員
に
し
っ

か
り
と
周
知
し
、
申
し
出
の
あ

っ
た
対
象
職
員
に
は
個
々
に
面

談
を
行
い
、
制
度
の
範
囲
内
で

勤
務
時
間
な
ど
、
一
人
一
人
に

寄
り
添
っ
た
対
応
を
し
た
い
。

産
業
建
設
委
員
会

◆
小
諸
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例�

（
国
の
通
知
に
基
づ

き
災
害
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
お

い
て
、
指
定
工
事
事
業
者
等
に
よ

る
工
事
が
困
難
で
あ
る
場
合
、
他

　

議
会
だ
よ
り
で
は
、
定
例
会

の
内
容
の
一
部
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
し
く
は
議
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

９ 月定例会の提出議案
及び審議結果

⬇⇩

本会議において賛否が分れた議案の表決結果
本欄に記載以外の議案については全会一致で原案可決されました。「〇」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席をあらわしています。
なお、請願について、「採」は採択、「趣旨」は趣旨採択をあらわしています。議長は、表決に加わりません。　※は議長をあらわしています。

� 会派名・議員名
� （空欄は無所属）

議　案　名�

市誠会 幸笑みらい 日本共産党 公明党 南の風

青
木　

春
美

髙
橋　
　

公

小
林　

一
彦

丸
山　

正
昭

竹
内　

健
一

田
中　

寿
光

清
水
み
き
枝

中
村
美
奈
子

土
屋
さ
つ
き

楚
山　

伸
二

小
林
重
太
郎

掛
川　
　

剛

早
川　
　

聖

土
屋　

利
江

柏
木
今
朝
男

小
林　

哲
子

清
水
喜
久
男

田
邉　

久
夫

山
浦　

利
夫

令和 6年度小諸市一般会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ※

令和 7年度小諸市一般会計補正予算（仮設校舎変更案）
※　詳細は、18〜19ページ参照

○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ × × × ※

施設併設型小中一貫校（ 6・ 3 制）から施設一体型義務教育学校（ 9 年
制）に変更した経緯と根拠について全市民に周知を求める請願

趣旨 趣旨 趣旨 趣旨 趣旨 趣旨 採 趣旨 趣旨 趣旨 趣旨 採 採 趣旨 趣旨 採 採 趣旨 ※
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個人質問

質
問

　

令
和
6
年
度
の
財
政
状
況
の
課
題
を

市
長
は
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

市
長

　

各
財
政
指
標
等
に
つ
い
て
は
昨
年
度

に
引
き
続
き
概
ね
良
好
な
水
準
を
維
持

し
て
お
り
、
財
政
は
安
定
し
た
状
況
で

あ
る
。
課
題
と
し
て
は
、
歳
出
面
で
燃

料
費
や
資
材
費
等
の
高
騰
な
ど
に
よ
り

費
用
全
体
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
や
老

朽
化
し
た
公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
維
持
管
理
な
ど
、
歳
入
面
で
は
市
税

を
始
め
と
す
る
自
主
財
源
の
確
保
が
重

要
な
課
題
と
考
え
る
。

質
問

　

小
諸
市
の
経
常
収
支
比
率
は
令
和
6

年
度
は
94
・
8
％
で
あ
り
、
近
隣
の
市

町
と
比
べ
る
と
高
い
状
況
を
ど
う
捉
え

て
い
る
か
。
そ
の
原
因
は
何
か
。

財
政
課
長

　

経
常
収
支
比
率
は
財
政
構
造
の
弾
力

性
を
示
す
数
値
で
指
数
が
低
い
ほ
ど
柔

軟
な
財
政
運
営
が
で
き
る
と
さ
れ
、
小

諸
市
は
県
内
19
市
に
お
い
て
も
高
い
水

準
で
あ
る
。
原
因
は
自
主
財
源
が
少
な

い
こ
と
な
の
で
財
源
確
保
に
努
め
た
い
。

質
問

　

市
債
や
一
時
借
入
金
は
高
い
金
利
を

支
払
っ
て
い
る
。
決
済
性
預
金
は
利
息

は
無
い
中
で
、
基
金
は
ど
の
よ
う
な
運

用
を
し
て
い
る
か
。

財
政
課
長

　

基
金
運
用
は
年
度
内
の
資
金
繰
り
や

取
り
崩
す
部
分
を
除
き
、
定
期
預
金
を

主
と
し
て
国
債
等
で
運
用
を
し
て
い
る
。

質
問

　

人
口
の
自
然
増
を
目
指
す
小
諸
市
が

子
育
て
し
や
す
い
環
境
整
備
の
満
足
度

が
50
・
1
％
は
低
い
の
で
は
な
い
か
。

市
長

　

多
様
化
ま
た
複
雑
化
す
る
ニ
ー
ズ
に

応
え
満
足
度
の
向
上
を
目
指
す
。

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
「
市
政
が

市
民
の
た
め
に
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る

か
」
を
質
す
た
め
に
行
う
も
の
で
、
代

表
質
問
と
個
人
質
問
が
あ
り
ま
す
。

　

代
表
質
問
は
、
会
派
を
代
表
し
て
質

問
す
る
も
の
で
、
個
人
質
問
は
各
議
員

が
質
問
す
る
も
の
で
す
。
代
表
質
問
の

紙
面
に
つ
い
て
は
、
会
派
の
人
数
に
よ

り
割
り
当
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
質
問
の
紙
面
は
、
質
問
し
た
議

員
個
々
の
責
任
で
作
成
し
て
お
り
、
質

問
内
容
の
一
部
を
要
約
し
た
も
の
で
す
。

ご
不
明
な
点
は
議
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
正
式
な
記
録
は
会
議
録
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

議
員
の
連
絡
先
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
議
員
紹
介
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
議

会
事
務
局
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問

個
人
質
問　

18
名

経
常
収
支
比
率
の
改
善
が
必
要
で
は
な
い
か

清
水
喜
久
男

12月定例会の予定（11／28〜12／24）
月 火 水 木 金 土 日

11／24 25 26 27 28 29 30

　 　 　 本会議（提案説明等） 　 　

12／ 1 2 3 4 5 6 7

　 　 　 　

8 9 10 11 12 13 14

本会議（一般質問） 本会議（一般質問） 本会議（一般質問） 総務文教委員会・分科会 市民福祉委員会・分科会 　 　

15 16 17 18 19 20 21

産業建設委員会・分科会 　 　 予算決算委員会 　 　

22 23 24 25 26 27 28

　 本会議（委員長報告等） 　 　 　

＊予定のため変更になる場合があります。詳しくは議会事務局へお問い合わせください。

傍聴をお待ちしています。
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個人質問

と
い
う
の
は
大
切
な
部
分
だ
と
思
う
の

で
、
可
能
な
限
り
目
指
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
は
大
事
だ
と
思
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
形
式
的
な
部
分

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
私
の
個
人
的
な
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
こ
の
対
話

と
協
働
の
学
び
と
い
う
、
ほ
か
の
学
校

で
は
な
か
な
か
ま
だ
採
用
が
少
な
い
。

こ
の
部
分
で
不
登
校
の
問
題
、
い
じ
め

の
問
題
、
そ
れ
か
ら
子
ど
も
自
身
が
生

き
る
力
を
つ
け
る
と
い
う
一
番
の
教
育

の
原
点
の
部
分
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
小
諸
の
教
育
の
質
が
高
い
ん
だ
、

そ
れ
を
目
指
し
て
来
る
移
住
の
皆
さ
ん

を
獲
得
し
た
い
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ

て
い
る
。

質
問

　

子
育
て
の
し
や
す
さ
を
高
め
る
要
因

と
し
て
、
保
育
、
幼
児
教
育
や
医
療
、

福
祉
制
度
の
充
実
、
育
児
と
仕
事
が
両

立
で
き
る
働
き
や
す
さ
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
が
、
そ
の
中
で
も
教
育
環
境
の
充

実
は
、
特
に
中
長
期
的
な
観
点
か
ら
見

て
非
常
に
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。

教
育
環
境
の
充
実
に
よ
っ
て
、
子
育
て

の
し
や
す
さ
と
い
う
点
で
優
位
性
を
実

現
し
て
い
っ
た
ら
ど
う
か
。

　

具
体
的
に
は
、
地
方
都
市
に
あ
る
比

較
的
規
模
の
大
き
な
学
校
で
あ
り
な
が

ら
、
教
育
機
会
の
公
平
性
と
ア
ク
セ
ス

の
よ
さ
が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に

教
員
の
質
と
人
数
が
確
保
さ
れ
、
児
童

生
徒
一
人
一
人
を
丁
寧
に
見
ら
れ
る
少

人
数
学
級
、
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

が
実
施
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
よ
う
な
義

務
教
育
学
校
と
し
た
ら
ど
う
か
。

　

百
年
に
一
度
の
大
改
革
を
機
会
に
、

他
の
自
治
体
に
は
無
い
理
想
的
な
義
務

教
育
学
校
を
創
る
べ
き
だ
と
思
う
が
い

か
が
か
。

市
長

　

今
、
議
員
が
お
っ
し
ゃ
る
そ
の
部
分

す
る
不
妊
去
勢
手
術
費
補
助
金
交
付
事

業
を
実
施
し
、
令
和
元
年
度
以
降
、
1

千
339
頭
の
不
妊
去
勢
手
術
に
補
助
し
た
。

　

市
は
、
近
隣
自
治
体
と
比
較
し
早
い

段
階
で
手
術
費
補
助
金
交
付
事
業
を
開

始
し
た
。
ま
た
、
市
町
村
担
当
者
会
議

で
、
有
用
な
情
報
を
集
め
活
か
し
た
い
。

質
問

　

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
と
の
役
割
分
担

や
連
携
体
制
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長

　

災
害
発
生
時
の
動
物
救
護
活
動
の
拠

点
施
設
、
動
物
愛
護
適
正
飼
養
の
普
及

啓
発
、
動
物
福
祉
の
向
上
、
市
は
犬
の

登
録
、
狂
犬
病
の
予
防
接
種
等
、
市
民

か
ら
の
相
談
を
受
け
、
県
と
連
携
す
る
。

質
問

　

保
護
さ
れ
た
犬
、
猫
の
件
数
や
譲
渡

状
況
、
殺
処
分
の
実
態
は
ど
う
か
。

市
長

　

動
物
愛
護
管
理
法
に
よ
り
、
都
道
府

県
等
、
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー
の
役

割
と
し
て
、
犬
及
び
猫
の
取
引
、
譲
渡

を
定
め
て
い
る
そ
の
た
め
、
佐
久
保
健

福
祉
事
務
所
管
内
で
収
容
、
譲
渡
さ
れ

た
数
値
は
、
令
和
6
年
度
、
収
容
さ
れ

た
犬
53
頭
の
う
ち
、
譲
渡
さ
れ
た
数
が

53
頭
。
収
容
さ
れ
た
猫
67
頭
の
う
ち
、

譲
渡
さ
れ
た
数
が
55
頭
。
令
和
元
年
の

動
物
愛
護
管
理
法
の
改
正
後
、
殺
処
分

は
行
わ
な
い
方
針
で
あ
る
。

質
問

　

広
報
活
動
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

し
た
動
物
福
祉
支
援
は
ど
う
か
。

市
長

　

庁
舎
へ
の
里
親
募
集
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
犬
に
関
す
る
マ

ナ
ー
の
啓
発
、
迷
い
犬
、
猫
の
保
護
情

報
の
掲
載
、
広
報
誌
で
猫
の
不
妊
去
勢

手
術
費
補
助
金
交
付
事
業
を
掲
載
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
寄
付
金
を
財
源
と

保
護
犬
・
保
護
猫
・
動
物
愛
護青

木
春
美

子
育
て
の
し
や
す
さ
を
高
め
る
た
め
に

小
林
一
彦

家族の絆　「お犬様」

理想的な義務教育学校を支える要素
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個人質問

す
依
頼
文
を
自
治
体
に
出
し
て
い
る
。

　

国
は
、
自
治
体
に
対
し
て
資
格
取
得

促
進
の
た
め
の
費
用
を
補
助
し
て
い
る

が
、
市
の
取
組
は
ど
う
か
。

市
長

　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に
児
童
福
祉

と
母
子
保
健
の
両
機
能
の
一
体
的
支
援

の
た
め
、
統
括
支
援
員
と
し
て
こ
ど
も

家
庭
相
談
係
長
に
保
健
師
を
配
置
。
国

が
指
定
す
る
研
修
の
受
講
も
し
て
い
る
。

複
雑
化
す
る
相
談
支
援
に
携
わ
る
資
格

職
の
継
続
的
な
確
保
に
つ
い
て
は
課
題

で
あ
る
。
よ
り
専
門
性
の
高
い
資
格
認

定
と
な
る
、
こ
ど
も
家
庭
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
資
格
取
得
や
配
置
等
に
つ

い
て
は
検
討
し
て
い
く
。

質
問

　

保
存
期
間
が
過
ぎ
た
投
票
用
紙
の
処

分
方
法
は
ど
う
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

　

公
職
選
挙
法
の
規
定
に
基
づ
く
保
存

期
間
が
過
ぎ
た
投
票
用
紙
は
、
焼
却
処

分
を
し
て
い
る
。

質
問

　

各
種
選
挙
の
投
票
用
紙
の
リ
サ
イ
ク

ル
の
取
組
は
ど
う
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

　

投
票
用
紙
は
、
普
通
の
紙
で
は
な
く

ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
と
い
う
原
料
で
つ
く

ら
れ
て
い
る
合
成
紙
で
あ
る
。
素
材
に

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
入
っ
て
い
る
た
め
リ

サ
イ
ク
ル
を
す
る
自
治
体
が
増
え
て
き

た
が
、
経
費
が
か
か
る
た
め
、
今
後
研

究
し
て
い
き
た
い
。

質
問

　

虐
待
を
は
じ
め
様
々
な
困
難
に
直
面

す
る
子
ど
も
や
家
庭
の
支
援
の
強
化
に

児
童
相
談
所
や
民
間
施
設
な
ど
の
職
員

が
対
象
の
認
定
資
格
、
こ
ど
も
家
庭
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
創
設
さ
れ
た
。

こ
ど
も
家
庭
庁
は
、
7
月
に
計
画
的
な

養
成
と
補
助
金
の
積
極
的
な
活
用
を
促

教
育
次
長

　

専
門
指
導
者
の
配
置
や
報
酬
を
含
め

負
担
の
軽
減
を
望
む
声
が
多
い
。
こ
れ

ま
で
学
校
部
活
動
が
担
っ
て
き
た
教
育

的
意
義
の
継
承
の
観
点
か
ら
、
希
望
す

る
教
員
に
は
兼
職
兼
業
で
地
域
ク
ラ
ブ

に
関
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
。

質
問

　

来
春
開
校
の
小
諸
義
塾
高
校
と
市
の

関
わ
り
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長

　

商
業
科
・
普
通
科
・
音
楽
科
の
3
科

融
合
の
特
徴
を
引
き
出
し
、
地
域
や
企

業
、
大
学
と
の
連
携
を
深
め
、
地
元
へ

の
愛
着
と
つ
な
が
り
を
育
む
取
組
を
学

校
と
共
に
展
開
し
て
い
き
た
い
。

質
問

　

子
ど
も
み
こ
し
担
ぎ
手
減
少
へ
の
対

応
と
し
て
、
運
動
会
の
入
場
行
進
で
み

こ
し
を
担
ぐ
よ
う
な
取
組
は
可
能
か
。

教
育
長

　

子
ど
も
自
身
の
声
や
気
付
き
を
尊
重

し
、
生
徒
会
・
児
童
会
か
ら
の
提
案
で

あ
れ
ば
可
能
性
は
あ
る
。

質
問

　

学
校
部
活
動
の
地
域
展
開
で
、
令
和

8
年
度
目
標
以
降
、
指
導
者
不
在
な
ら

部
活
動
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

教
育
長

　

部
活
に
よ
っ
て
様
々
な
の
で
、
例
外

も
認
め
、
地
域
や
教
員
の
兼
業
等
を
お

願
い
し
つ
つ
、
目
標
達
成
を
目
指
す
。

質
問

　

児
童
生
徒
が
新
規
に
ク
ラ
ブ
を
つ
く

り
た
い
場
合
、
相
談
窓
口
は
ど
こ
か
。

教
育
次
長

　

ま
ず
学
校
に
相
談
し
教
育
委
員
会
と

も
情
報
共
有
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問

　

部
活
動
指
導
は
や
り
が
い
や
負
担
感

な
ど
複
雑
な
思
い
が
あ
る
中
で
、
教
員

が
教
育
委
員
会
に
求
め
る
支
援
は
何
か
。

子
ど
も
神
輿
・
部
活
動
地
域
展
開
・
小
諸
義
塾
高
校

楚
山
伸
二

投
票
用
紙
リ
サ
イ
ク
ル
・
こ
ど
も
家
庭
Ｓ
Ｗ
の
推
進

土
屋
利
江

みんなで伝統のみこしを担ごう
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個人質問

な
の
で
、
庁
内
で
活
用
方
法
に
つ
い
て

再
度
検
討
し
て
共
有
し
な
が
ら
活
用
し
、

期
限
も
き
ち
ん
と
見
て
徹
底
す
る
。

質
問

　

芦
原
新
校
基
本
設
計
に
係
る
今
後
の

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
及
び
市
民
説
明

会
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

教
育
長

　

ど
の
よ
う
な
基
本
設
計
と
な
っ
た
か

市
民
に
伝
え
る
説
明
会
を
年
内
を
目
安

に
開
催
し
た
い
。
新
し
く
で
き
る
学
校

が
児
童
生
徒
、
保
護
者
、
地
域
住
民
、

教
職
員
を
つ
な
ぎ
、
地
域
の
拠
点
と
な

る
よ
う
な
校
舎
の
使
い
方
、
活
用
方
法

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
す
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

　

市
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
は
知
り

た
い
情
報
を
取
得
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
か
。

市
長

　

市
民
の
皆
様
を
始
め
、
市
の
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
皆
さ
ん

が
検
索
サ
イ
ト
か
ら
知
り
た
い
情
報
が

取
得
で
き
る
よ
う
、
な
る
べ
く
リ
ン
ク

を
貼
り
、
様
々
な
入
り
口
か
ら
情
報
が

入
手
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。
引

き
続
き
ど
の
よ
う
な
方
法
か
ら
で
も
必

要
な
情
報
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

質
問

　

こ
も
ろ
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
カ
ラ
ー
で
分

か
り
や
す
く
、
視
覚
に
訴
え
ら
れ
る
の

で
「
お
知
ら
せ
」
と
「
進
捗
情
報
の
一

覧
を
見
る
」
と
の
関
連
性
も
踏
ま
え
て
、

も
っ
と
有
効
に
使
え
な
い
の
か
。
ま
た

期
限
切
れ
の
チ
ェ
ッ
ク
は
ど
う
か
。

企
画
課
長

　

ト
ピ
ッ
ク
ス
の
部
分
は
、
画
像
の
掲

載
も
で
き
る
し
、
自
動
的
に
ス
ク
ロ
ー

ル
も
し
て
い
る
の
で
、
非
常
に
目
に
付

き
効
果
的
な
情
報
発
信
が
で
き
る
箇
所

産
業
振
興
部
長

　

施
設
更
新
の
支
援
に
つ
い
て
ま
ず
は

国
や
県
の
補
助
に
つ
い
て
農
林
課
で
調

べ
て
い
く
。
国
等
の
補
助
の
ほ
か
、
例

え
ば
最
近
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
イ
ン

グ
と
か
様
々
な
手
法
も
あ
る
の
で
直
接

か
か
わ
り
な
く
て
も
農
林
課
に
相
談
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

質
問

　

み
は
ら
し
交
流
館
の
指
定
管
理
料
の

増
額
は
で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
部
長

　

相
談
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問

　

大
里
地
区
は
急
傾
斜
が
多
い
地
で
あ

り
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
農
業
地
域
で

あ
る
。
こ
の
地
域
を
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
べ
き
か
。

市
長

　

典
型
的
な
中
山
間
地
域
で
あ
り
、
狭

小
で
傾
斜
が
強
く
、
農
道
等
の
農
業
用

施
設
も
整
っ
て
い
な
い
地
域
が
多
い
た

め
、
耕
作
条
件
が
よ
い
と
は
言
え
な
い

地
区
で
兼
業
等
に
よ
る
農
地
利
用
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
農
村
の
景
観

等
自
然
に
魅
力
を
持
っ
て
い
る
の
で
、

農
村
の
そ
う
い
っ
た
景
観
も
楽
し
み
な

が
ら
、
魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
る

農
村
で
の
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
と
こ
ろ
の

連
携
に
よ
る
実
施
も
含
め
て
研
究
を
し

現
状
を
踏
ま
え
た
地
域
の
方
向
性
を
改

め
て
研
究
し
て
い
き
、
地
区
の
皆
様
と

地
区
の
将
来
を
考
え
て
い
き
た
い
。

質
問

　

施
設
の
老
朽
化
、
駐
車
場
が
な
い
、

交
通
量
の
関
係
で
危
な
い
等
で
、
滝
原

直
売
所
の
移
転
を
考
え
て
い
る
が
、
補

助
金
支
援
等
し
て
い
た
だ
け
る
方
策
は

何
か
な
い
か
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
民
説
明
会
、
情
報
発
信
明
確
に

土
屋
さ
つ
き

大
里
・
西
小
諸
地
区
の
展
望
は
い
か
に

丸
山
正
昭

どうなる荒廃農地

見やすく検索しやすいホームページを
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個人質問

て
も
、
平
和
の
実
現
と
い
う
こ
と
に
特

化
す
れ
ば
、
し
っ
か
り
と
子
ど
も
た
ち

に
は
学
ん
で
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

質
問

　

平
和
教
育
を
通
し
て
、
い
じ
め
を
な

く
し
、
不
登
校
回
避
に
繋
が
ら
な
い
か
。

教
育
長

　

み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
た
め
に
ど
ん

な
生
き
方
を
し
て
い
く
か
考
え
合
う
こ

と
、
い
じ
め
、
不
登
校
の
回
避
も
含
め
、

私
は
何
が
で
き
る
か
、
あ
な
た
は
何
が

で
き
る
か
考
え
て
ほ
し
い
。
ま
た
様
々

な
困
難
に
も
耐
え
て
ほ
し
い
し
、
思
い

や
り
も
持
っ
て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
平
和

教
育
に
つ
な
が
る
と
、
考
え
て
い
る
。

質
問

　

地
域
資
源
を
生
か
し
た
平
和
教
育
の

体
験
型
学
習
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長

　

6
年
生
の
社
会
科
資
料
と
し
て
、
副

読
本
「
こ
も
ろ
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
が
あ
る
。

第
2
次
世
界
大
戦
の
項
目
が
4
ペ
ー
ジ

に
わ
た
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

「
戦
争
へ
」「
戦
後
の
復
興
」
等
当
時
を

物
語
る
写
真
が
多
く
掲
載
さ
れ
、
現
実

を
伝
え
、
当
時
を
学
ぶ
助
け
と
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
か
ら
体
験
学
習
で
は
、
小

学
校
6
年
生
の
社
会
見
学
に
お
い
て
、

松
代
大
本
営
を
見
学
す
る
等
、
様
々
な

過
去
の
歴
史
に
、
触
れ
る
学
校
も
あ
る
。

質
問

　

地
域
に
よ
っ
て
平
和
教
育
の
格
差
が

な
い
か
。

教
育
長

　

格
差
と
い
う
が
、
平
和
の
実
現
と
人

権
の
尊
重
は
、
密
接
不
可
分
で
あ
り
、

私
た
ち
は
戦
争
の
悲
劇
を
学
ぶ
こ
と
を

通
じ
て
、
生
命
の
貴
さ
や
個
人
の
尊
厳
、

そ
し
て
、
差
別
や
偏
見
の
無
い
社
会
を

築
く
こ
と
の
重
要
性
を
、
深
く
理
解
す

る
機
会
と
し
て
い
る
。
ど
こ
に
生
ま
れ

質
問

　
「
総
合
的
に
見
た
小
諸
市
政
の
取

組
」
は
市
民
か
ら
見
て
市
役
所
や
市
長

に
対
す
る
評
価
と
考
え
る
。
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
5
年
で
市
民
満
足
度
の
合
計
が

右
肩
上
が
り
に
は
な
っ
て
い
る
が
、
市

長
は
ど
う
評
価
す
る
か
。

市
長

　

限
ら
れ
た
予
算
、
ま
た
限
ら
れ
た
人

材
の
中
で
、
心
を
一
つ
に
市
役
所
と
し

て
様
々
な
施
策
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で

き
た
評
価
と
い
う
意
味
で
は
大
変
あ
り

が
た
い
。
少
し
で
も
市
民
満
足
度
が
向

上
す
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
行
政
だ
け

で
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な

っ
て
、
努
力
し
て
い
き
た
い
。

質
問

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
（
市
民
意
識
調

査
）
の
統
計
学
的
信
頼
性
は
ど
う
か
。

市
長

　

必
要
な
回
答
数
400
を
超
え
る
600
以
上

を
常
に
確
保
し
て
お
り
、
非
常
に
高
い

レ
ベ
ル
で
信
頼
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

質
問

　

中
心
市
街
地
活
性
化
の
取
組
に
つ
い

て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
市
民
満
足
度
、

「
満
足
・
や
や
満
足
・
普
通
」
の
合
計

が
右
肩
上
が
り
に
な
っ
て
い
る
が
、
産

業
振
興
部
長
の
評
価
は
ど
う
か
。

産
業
振
興
部
長

　

四
半
世
紀
の
間
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
は
ま
ち
づ
く
り
の
最
大
の
課
題
だ

っ
た
。
市
民
、
事
業
者
、
行
政
の
こ
の

25
年
間
の
努
力
に
よ
っ
て
こ
の
グ
ラ
フ

の
結
果
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
と
思
っ

て
い
る
。
こ
の
間
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
の
取
組
、
お
し
ゃ
れ
田
舎
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
等
の
取
組
、
商
工
会
議
所
の
起

業
・
創
業
支
援
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
努

力
に
よ
っ
て
空
き
店
舗
の
解
消
が
進
ん

で
、
特
徴
的
な
店
舗
の
出
店
な
ど
に
ぎ

わ
い
が
戻
っ
て
き
た
と
考
え
る
。

小
諸
市
の
目
指
す
平
和
教
育
に
つ
い
て

小
林
哲
子

市
民
意
識
調
査
（
市
民
満
足
度
）
の
結
果
に
つ
い
て

高

橋

公
市民満足度（満足・やや満足・普通の合計）

副読本「こもろヒストリー」より
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個人質問

※デジタルリテラシー�…インターネットに関する知識や能力
※ＢＰＲ�…業務プロセスを根本から見直し、再設計する取組

市
長
・
企
画
課
長

　

DX
推
進
計
画
は
、
中
期
的
方
向
性
を

示
す
構
想
的
な
も
の
で
、
具
体
的
取
組

は
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
る
。

官
民
連
携
は
、
国
・
県
が
展
開
す
る
デ

ジ
タ
ル
人
材
派
遣
事
業
を
活
用
し
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
行
政
事
務
の
効

率
化
に
直
結
す
る
※
Ｂ
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
位
置
付
け
た
い
。
地
域
人

材
の
活
用
は
、
連
携
に
よ
っ
て
安
定
的

な
情
報
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
実
現
す
る

こ
と
等
を
位
置
付
け
た
い
。
行
政
側
の

共
創
の
ハ
ブ
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
は
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。
市
民

参
画
の
促
進
は
現
在
も
実
施
し
て
い
る

が
多
く
の
分
野
で
果
た
す
役
割
は
あ
る
。

質
問

　

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
便
利
で
暮
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
の
実
現
に
つ
い
て
、
6
月
に

引
き
続
き
質
問
す
る
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
、

公
共
交
通
、
防
災
減
災
、
高
齢
者
・
子

育
て
世
帯
、
観
光
、
市
民
参
加
・
協
働
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
の
各
分
野
に
お

け
る
ス
マ
ー
ト
化
に
向
け
、
具
体
的
に

議
論
し
て
き
た
。
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の

推
進
に
は
ICT
や
AI
、
デ
ー
タ
利
活
用
と

い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
だ
け
で
な

く
、
市
民
や
事
業
者
、
NPO
な
ど
多
様
な

主
体
が
係
わ
り
共
創
し
て
い
く
仕
組
が

不
可
欠
で
あ
り
、
特
に
技
術
や
資
金
を

有
す
る
民
間
企
業
と
の
協
働
に
よ
る
実

装
力
の
強
化
、
地
域
の
課
題
や
実
情
に

詳
し
い
地
域
人
材
の
知
見
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
活
用
、
市
職
員
自
身
の
※
デ
ジ

タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

力
の
向
上
は
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
継
続

可
能
な
実
践
に
す
る
た
め
の
鍵
と
考
え

る
が
、
今
後
の
「
DX
推
進
計
画
」
で
の

官
民
連
携
・
地
域
人
材
活
用
の
方
向
性

と
、
行
政
の
共
創
の
ハ
ブ
と
し
て
の
機

能
強
化
、
市
民
参
画
促
進
策
は
ど
う
か
。

確
に
把
握
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
情

報
収
集
と
発
信
に
注
力
し
て
い
く
。

質
問

　

新
産
業
団
地
の
分
譲
価
格
の
見
直
し

な
ど
は
ど
う
か
。

市
長

　

分
譲
価
格
に
つ
い
て
は
、
造
成
工
事

費
を
は
じ
め
、
測
量
設
計
費
、
用
地
買

収
費
な
ど
団
地
整
備
に
要
す
る
費
用
を

回
収
す
る
こ
と
を
前
提
に
算
出
を
す
る

の
で
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
造
成
工

事
の
進
捗
や
、
追
加
工
事
が
発
生
し
た

場
合
は
変
動
す
る
可
能
性
も
あ
り
、
現

時
点
で
明
確
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

質
問

　

東
信
の
物
流
拠
点
な
ど
の
強
み
を
生

か
す
Ｐ
Ｒ
等
の
取
組
は
ど
う
か
。

市
長

　

小
諸
イ
ン
タ
ー
周
辺
に
整
備
を
進
め

て
い
る
新
産
業
団
地
は
、
首
都
圏
か
ら

の
利
便
性
等
に
加
え
、
県
内
の
エ
リ
ア

拠
点
と
し
て
役
割
を
果
た
せ
る
団
地
で

あ
る
こ
と
を
強
み
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
物
流
だ
け
で
な
く
、
流
通
、

製
造
、
販
売
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

た
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問

　

新
産
業
団
地
へ
の
進
出
希
望
企
業
と

の
事
前
相
談
状
況
は
ど
う
か
。

市
長

　

現
時
点
に
お
い
て
、
造
成
工
事
が
未

着
手
で
あ
る
状
況
か
ら
具
体
的
な
商
談

に
至
っ
て
い
な
い
が
、
着
実
に
企
業
か

ら
の
関
心
を
高
め
る
た
め
準
備
を
進
め

て
い
る
。
本
格
的
な
商
談
に
つ
き
ま
し

て
は
、
造
成
工
事
が
一
定
程
度
進
捗
し

て
団
地
の
具
体
的
な
姿
が
見
え
て
く
る

令
和
8
年
3
月
以
降
か
ら
が
勝
負
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
企
業
ニ
ー
ズ
を
的

イ
ン
タ
ー
小
諸
新
産
業
団
地
の
取
組
は

田
中
寿
光

誰
も
が
暮
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

柏
木
今
朝
男

新産業団地予定地

小諸市のスマートシティ実現へ
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個人質問

能
か
、
模
索
し
て
い
き
た
い
。

質
問

　

見
え
な
い
貧
困
、
見
え
な
い
い
じ
め
、

見
え
な
い
虐
待
の
存
在
を
ど
う
認
識
し

て
い
る
か
。

市
長

　

子
ど
も
た
ち
は
一
見
普
通
の
生
活
を

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
そ
れ
ぞ

れ
置
か
れ
て
い
る
環
境
な
ど
か
ら
様
々

な
課
題
を
持
っ
て
い
る
。
貧
困
や
い
じ

め
、
虐
待
な
ど
は
特
に
表
に
は
出
に
く

い
こ
と
か
ら
存
在
が
見
え
に
く
く
気
づ

く
こ
と
は
大
変
難
し
い
。
周
囲
の
大
人

た
ち
が
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
心
に

目
を
向
け
る
こ
と
が
ま
ず
は
大
切
で
あ

る
と
考
え
る
。

質
問

　

多
子
世
帯
（
子
ど
も
3
人
以
上
）
へ

の
支
援
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
必
要
は
な

い
か
。

市
長

　

支
援
を
充
実
さ
せ
る
必
要
性
に
つ
い

て
は
認
識
し
て
い
る
。

質
問

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
家
庭
の
把
握
と

サ
ポ
ー
ト
に
課
題
は
な
い
か
。

市
長

　

困
っ
た
と
き
に
孤
立
さ
せ
な
い
こ
と

や
状
況
を
理
解
し
支
援
者
と
子
ど
も
や

若
者
と
の
関
係
性
を
構
築
す
る
こ
と
、

さ
ら
に
は
子
ど
も
の
感
情
に
配
慮
し
た

対
応
と
な
る
よ
う
幅
広
い
関
係
者
と
共

通
の
認
識
を
持
ち
、
支
援
を
し
て
い
き

た
い
。

質
問

　

来
年
度
の
「
給
食
の
な
い
夏
休
み
」

を
見
据
え
て
、
何
ら
か
の
対
応
を
模
索

し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長

　

市
や
教
育
委
員
会
と
し
て
も
必
要
性

は
強
く
認
識
し
て
い
る
の
で
、
問
題
意

識
を
持
っ
て
ど
の
よ
う
な
対
応
策
が
可

関
係
機
関
と
相
談
し
て
み
た
い
。

質
問

　

音
楽
の
ま
ち
・
こ
も
ろ
の
取
組
と
し

て
市
内
小
学
4
年
生
へ
の
講
師
指
導
を

年
に
複
数
回
に
増
や
す
提
案
は
ど
う
か
。

教
育
次
長

　

現
在
、
授
業
時
間
を
作
る
難
し
さ
は

あ
る
が
研
究
し
実
現
で
き
れ
ば
と
思
う
。

質
問

　

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
情
報

を
知
ら
な
い
市
民
へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

水
道
建
設
部
長

　

指
定
工
事
事
業
者
で
な
け
れ
ば
市
が

水
道
を
供
給
し
て
い
る
区
域
で
工
事
が

で
き
ず
、
宅
内
漏
水
で
も
減
免
申
請
が

適
用
さ
れ
な
い
等
の
制
度
理
解
を
図
る
。

質
問

　

今
後
の
財
政
運
営
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

市
長

　

支
出
の
面
で
今
後
も
継
続
的
な
事
業

の
見
直
し
に
よ
り
、
無
駄
・
無
理
・
ム

ラ
を
徹
底
的
に
排
除
し
、
市
民
益
に
つ

な
が
る
事
業
に
、
人
・
時
間
・
お
金
な

ど
の
資
源
を
振
り
分
け
、
取
捨
選
択
を

行
い
効
果
的
で
効
率
的
な
行
政
運
営
に

努
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

質
問

　

救
急
医
療
体
制
の
現
状
と
課
題
を
踏

ま
え
た
上
で
、
地
域
医
療
を
守
る
た
め

の
条
例
制
定
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長

　

地
域
の
医
療
機
関
と
の
情
報
共
有
、

医
療
の
適
正
利
用
に
つ
い
て
更
な
る
周

知
啓
発
に
よ
り
地
域
医
療
確
保
を
図
り
、

条
例
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
研
究
す
る
。

質
問

　

現
在
の
小
諸
の
手
土
産
菓
子
を
市
役

所
一
階
等
に
一
斉
展
示
し
、
広
く
市
民

に
周
知
を
図
る
の
は
ど
う
か
。

産
業
振
興
部
長

　

良
い
提
案
だ
と
思
う
が
場
所
を
含
め

今
後
の
財
政
運
営
・
市
民
満
足
度
向
上
に
つ
い
て

中
村
美
奈
子

見
え
な
い
貧
困
、
い
じ
め
、
虐
待
を
認
識
せ
よ
！

小
林
重
太
郎

市民一人ひとりが幸せを実感できるまちへ！

「給食のない夏休み」こども食堂にて
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個人質問

し
て
非
課
税
で
あ
る
世
帯
に
7
万
円
を

給
付
し
、
支
給
世
帯
は
4
千
523
世
帯
で

あ
る
。
低
所
得
者
支
援
給
付
事
業
で
は
、

非
課
税
世
帯
に
10
万
円
を
給
付
し
、
支

給
世
帯
は
1
千
37
世
帯
で
あ
る
。

質
問

　

地
域
産
業
や
中
小
企
業
を
支
援
す
る

た
め
の
施
策
は
ど
う
講
じ
て
い
く
か
。

市
長

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
材
料
費
の
高
騰
の

影
響
に
よ
り
、
製
造
・
運
輸
業
や
飲
食

業
・
小
売
業
等
へ
個
別
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
実
施
し
、
制
度
融
資
だ
け
で
は
な
く
、

新
た
な
補
助
金
制
度
や
経
営
改
善
の
専

門
家
の
派
遣
、
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
等
を

検
討
す
る
。

質
問

　
「
こ
も
ポ
ン
」
の
効
果
は
ど
う
か
。

市
長

　

ク
ー
ポ
ン
利
用
総
額
は
7
千
400
万
円

余
、
推
定
経
済
効
果
は
4
億
円
を
超
え

る
と
判
断
し
て
い
る
。

質
問

　

補
助
導
入
策
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

市
長

　

6
年
度
は
低
所
得
者
世
帯
向
け
給
付

金
や
定
額
減
税
の
補
足
給
付
に
加
え
、

独
自
と
し
て
保
育
園
か
ら
小
中
学
校
の

給
食
費
物
価
高
騰
分
を
負
担
し
た
。

企
画
課
長

　

併
せ
て
18
歳
未
満
の
子
ど
も
一
人
に

つ
き
1
万
円
商
品
券
を
配
布
し
家
計
の

支
援
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
進
め
た
。

質
問

　

物
価
高
騰
が
長
期
化
す
る
中
で
、
生

活
困
窮
世
帯
や
低
所
得
者
層
は
ど
う
か
。

保
健
福
祉
部
長

　

生
活
保
護
世
帯
は
現
在
227
世
帯
261
人
、

相
談
件
数
は
就
労
準
備
支
援
180
件
、
家

計
改
善
支
援
206
件
、
住
居
確
保
給
付
17

件
、
ま
た
給
付
金
は
電
力
・
ガ
ス
・
食

料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
と

提
供
会
員
の
確
保
に
向
け
て
具
体
的
な

取
組
は
あ
る
の
か
。

保
健
福
祉
部
長

　

今
年
度
よ
り
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
体
験
会
を
実
施
し
て
い
る
。

双
方
の
不
安
の
軽
減
に
繋
げ
て
い
く
。

質
問

　

不
登
校
の
子
ど
も
へ
の
支
援
を
「
登

校
の
み
を
目
標
と
す
る
」
の
で
は
な
く
、

「
多
様
な
学
び
の
一
つ
の
選
択
」
と
し

て
尊
重
す
る
視
点
を
持
つ
べ
き
で
は
な

い
の
か
。

教
育
長

　

登
校
す
る
こ
と
を
絶
対
視
せ
ず
、
子

ど
も
に
合
っ
た
選
択
肢
を
尊
重
す
る
方

向
へ
と
進
ん
で
い
る
。

質
問

　
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
の
機
能

と
実
効
性
に
つ
い
て
、
相
談
件
数
や
相

談
内
容
の
現
状
は
ど
う
か
。

市
長

　

令
和
6
年
度
の
新
規
相
談
121
件
、
昨

年
度
と
比
較
し
て
40
件
の
増
加
。
相
談

内
容
は
多
い
方
か
ら
①
虐
待
②
発
達
障

が
い
③
非
行
④
育
成
・
不
登
校
に
つ
い

て
。
日
々
、
児
童
相
談
所
と
連
携
し
た

対
応
を
行
っ
て
い
る
。

質
問

　

子
ど
も
専
用
の
相
談
窓
口
は
ど
う
か
。

保
健
福
祉
部
長

　

ど
こ
に
窓
口
を
つ
く
る
か
よ
り
も
、

大
人
た
ち
が
繋
い
で
い
く
こ
と
が
大
切
。

質
問

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

市
長

　

子
ど
も
を
預
か
る
責
任
が
重
く
、
提

供
を
た
め
ら
う
人
が
多
い
。
ま
た
依
頼

会
員
と
提
供
会
員
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
合

わ
ず
、
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
る
。

質
問

　

市
民
に
サ
ー
ビ
ス
が
届
い
て
い
な
い
。

子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
て
！
現
場
の
声
よ
り

清
水
み
き
枝

長
引
く
、
物
価
高
騰
対
策
の
実
績
と
行
方
を
質
す

竹
内
健
一

子育てのお手伝い「ファミサポ」

消費喚起クーポン「こもポン」
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個人質問

い
る
。
基
本
設
計
は
い
つ
市
民
に
公
表

す
る
の
か
。

教
育
次
長

現
在
基
本
設
計
案
が
市
の
仕
様
に
沿
っ

て
い
る
か
精
査
し
て
い
る
。
10
月
く
ら

い
の
公
表
予
定
で
作
業
し
て
い
る
。

質
問

　

公
表
後
に
出
さ
れ
た
意
見
は
ど
の
程

度
反
映
で
き
る
か
。
建
物
の
形
が
決
ま

っ
て
し
ま
え
ば
増
改
築
は
無
理
な
の
か
。

教
育
次
長

　

議
会
か
ら
出
さ
れ
た
要
望
書
も
基
本

設
計
が
終
わ
る
僅
か
の
期
間
で
あ
っ
た

た
め
、
反
映
さ
れ
て
い
な
い
部
分
も
あ

る
。
そ
の
精
査
も
必
要
で
、
で
き
る
限

り
可
能
な
も
の
は
入
れ
て
い
く
。

質
問

　

芦
原
新
校
の
基
本
設
計
は
8
月
末
で

終
了
し
た
が
、
市
民
か
ら
は
様
々
な
意

見
や
提
案
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

基
本
設
計
に
は
市
民
の
意
見
を
ど
う
反

映
さ
せ
た
か
。

教
育
長

　

該
当
す
る
4
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
・
保
護
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は

設
計
業
者
で
整
理
し
、
可
能
な
も
の
に

つ
い
て
は
反
映
し
て
い
る
。
ま
た
、
4

回
の
市
民
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

出
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
広

く
市
民
に
説
明
す
る
場
を
設
け
た
い
。

質
問

　

こ
れ
か
ら
基
本
設
計
に
基
づ
き
実
施

設
計
に
入
っ
て
い
く
が
、
実
施
設
計
段

階
で
も
市
民
の
意
見
は
反
映
で
き
る
の

か
。教

育
長

　

実
施
設
計
段
階
で
も
市
民
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
継
続
し
、
可
能
な

も
の
に
つ
い
て
は
反
映
し
て
い
く
。

質
問

　

8
月
末
で
区
切
り
が
つ
い
た
基
本
設

計
だ
が
、
既
に
実
施
設
計
が
始
ま
っ
て

は
、
誰
が
や
っ
た
か
と
か
が
問
題
で
な

く
何
を
や
っ
た
か
が
問
題
だ
。

質
問

　

広
島
平
和
記
念
式
典
で
湯
﨑
広
島
県

知
事
は
、
核
抑
止
論
に
つ
い
て
、「
万

有
引
力
の
法
則
の
よ
う
な
普
遍
的
真
理

で
は
な
い
。
い
つ
か
破
ら
れ
て
核
戦
争

に
な
れ
ば
、
人
類
も
地
球
も
再
生
不
能

な
惨
禍
に
見
舞
わ
れ
る
」
と
抑
止
論
を

論
破
し
た
。
小
泉
市
長
も
、
戦
争
や
平

和
の
問
題
に
つ
い
て
啓
発
の
発
信
を
も

っ
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
ど
う
か
。

市
長

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
る
。
発
信
に
つ

い
て
は
、
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

質
問

　

令
和
6
年
12
月
定
例
会
で
、
市
長
は

戦
争
展
な
ど
市
民
の
平
和
へ
の
啓
発
を

目
的
と
し
た
事
業
に
つ
い
て
、「
図
書

館
で
特
集
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
等
も
含

め
て
、
今
後
検
討
し
た
い
」
と
述
べ
て

い
た
が
、
戦
後
80
年
を
迎
え
た
中
で
、

具
体
的
な
成
果
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず

に
非
常
に
残
念
だ
と
は
思
わ
な
い
の
か
。

市
長

　

小
諸
図
書
館
に
お
い
て
、
7
月
上
旬

か
ら
8
月
末
ま
で
の
間
、「
戦
後
80
年　

歴
史
を
知
り
、
未
来
を
考
え
る
」
と
題

し
た
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
関
係
図

書
の
展
示
を
行
っ
た
。

質
問

　

図
書
館
が
実
施
し
た
「
戦
後
80
年　

歴
史
を
知
り
、
未
来
を
考
え
る
」
市
民

の
平
和
へ
の
企
画
展
示
は
、
行
政
主
導

か
と
図
書
館
に
聞
い
た
が
、
図
書
館
主

体
の
事
業
で
あ
り
、
行
政
か
ら
は
何
も

依
頼
は
な
か
っ
た
。
戦
後
80
年
の
節
目

な
の
に
残
念
な
気
が
す
る
が
ど
う
か
。

総
務
部
長

　

図
書
館
は
、
市
の
施
設
で
あ
る
の
で
、

市
が
や
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
業

図
書
館
の
平
和
事
業
を
、
市
の
事
業
と
強
弁
！

早

川

聖

芦
原
新
校
基
本
設
計
に
市
民
の
意
見
反
映
さ
れ
た
か

掛

川

剛

市立小諸図書館ひだまりのひろば企画展示

市民の声をどの程度反映させるのか
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個人質問

※クリプトスポリジウム�…塩素消毒に強い寄生虫で、水道水から感染する可能性がある。小諸市では除去率99・ 9 ％以上のフ
ィルターによるろ過方法を採用している。

業
者
か
ら
の
出
向
に
よ
り
、
専
門
知
識

や
経
験
が
継
承
さ
れ
、
多
様
な
技
術
・

人
材
不
足
の
課
題
に
対
応
し
て
い
る
。

質
問

　

広
域
で
の
経
営
基
盤
強
化
は
ど
う
か
。

市
長

　

広
域
的
な
視
点
は
極
め
て
重
要
と
考

え
て
お
り
、
水
み
ら
い
小
諸
の
実
績
を

踏
ま
え
水
道
事
業
運
営
を
地
域
全
体
に

広
げ
る
観
点
で
進
め
る
こ
と
が
必
要
。

質
問

　

Ｄ
Ｘ
の
活
用
状
況
は
ど
う
か
。

市
長

　

電
力
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
―
通
信
網
を

活
用
し
た
水
道
栓
の
遠
隔
開
閉
を
行
う

実
証
実
験
を
実
施
し
て
い
る
。

質
問

　

老
朽
化
と
更
新
状
況
は
ど
う
か
。

市
長

　

法
定
耐
用
年
数
を
超
過
し
た
管
路
が

全
体
の
36
％
を
占
め
る
が
、
そ
の
更
新

は
、
0
・
24
％
で
あ
り
、
※
ク
リ
プ
ト

ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
対
策
を
優
先
的
に
進
め

て
き
た
。

質
問

　

人
口
減
少
に
伴
う
料
金
収
入
の
減
少

対
策
は
ど
う
か
。

市
長

　

水
み
ら
い
小
諸
を
設
立
し
、
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
事
業
運
営
を
開

始
し
、
効
率
化
と
コ
ス
ト
抑
制
を
し
、

持
続
可
能
な
水
道
事
業
の
基
盤
を
整
備

し
て
い
る
。

質
問

　

地
震
、
台
風
対
策
は
ど
う
か
。

市
長

　

財
政
的
な
見
直
し
を
踏
ま
え
、
中
長

期
的
計
画
の
下
、
施
設
整
備
を
進
め
る
。

質
問

　

技
術
者
不
足
へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

市
長

　

水
み
ら
い
小
諸
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
事

水
道
事
業
の
課
題
に
つ
い
て

田
邉
久
夫

安全な水を届け続けるために
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保護者の声：�○子どもが不登校で家にいる。
子どもを置いて仕事に行けない。実母は「登
校させろ」というので頼れない。○フリース
クールに 2 児通っているが、参加費がかかる。
県はフリースクールに補助金を出しているが、
市町村は、利用者に補助金を出してほしい。
○学校、市役所でたらい回しとなり、非常に
悔しかった。次につなげる情報を持っていて
ほしい。行く場所がないので自身で居場所を
つくったが、維持費が大変である。○不登校
児を無理やり登校させたら、暴力を振るうよ
うになり市役所・児童相談所・警察へも相談
にいったが、助けにならなかった。○子ども
の相性によって、行ける会場と行けない会場
ある、小さくても良いのでたくさん居場所が
あるといい。

ひまわり園視察
市民福祉委員会では児童発達支援事業・放課
後等デイサービス・保育所等訪問支援事業を
行っている「ひまわり園」に伺い、保護者の
皆さんのお話を聴かせて戴きました。

気になる！
どうなる！
どうなった⁉

PICK UP Ⅰ

意見：�県が推進している「信州型フリースク
ール認証制度」の周知・手続き等支援が必要
である。フリースクールや第 3 の居場所へ通
う交通費の補助は考えられないか。ワンスト
ップで支援できる体制を充実させるためにも、
行政は民間の活動事業体を把握して、相談が
あったその場で、施設や居場所の紹介できる
と効率的である。

ひまわり園にて、ペアトレ親の会
に参加した保護者から、話を聴く

小諸市特別職報酬等審議会から市長へ答申される
　小諸市議会議員定数及び報酬等検討委員会は、調査検討最終報告書を取りま
とめ、令和 7年 1月31日、小諸市議会議長から議員報酬の引上げについて市長
へ要請を行いました。
　市長は、小諸市特別職報酬等審議会栁澤よし子会長へ 2月 4日に諮問を行い、
3回の審議会を経て、 7月31日に市長へ答申され、その後、市長より議長に答
申内容が伝達されました。

【答申内容】
1　議員報酬額の支給基準の改定について 市長より議長に答申書の伝達

議員報酬について、次のとおり改定することが適当と判
断しました。
議長報酬、副議長報酬、議員報酬とも現行報酬の約 6％
を引き上げる。
※　報酬の改定時期については、市長の判断とする。

2　答申にあたっての付帯意見
⑴　市民の議会への理解を深めるために、議会活動及び議員活動の見える化に取り組むこと
⑵　議員のなり手不足解消について、議員報酬の増額に頼らない方策も検討をすること
⑶　市民の声を聴くだけでなく、課題解決の具体的な対応を考え、議会全体として、まちづくりに参画する
こと

⑷　市民に届く有効な情報発信を行い、市民の議会への関心を高めること

※　議会は、答申にあたっての付帯意見に基づき、議会活動に邁進して参ります。

現　行 改正後 増　額

議　長 42万 7 千円 45万 3 千円 2万 6千円

副議長 35万 4 千円 37万 6 千円 2万 2千円

議　員 33万 3 千円 35万 3 千円 2万円
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学
校
再
編
事
業

PICK UP Ⅱ

　

令
和
10
年
4
月
の
開
校
に
向

け
た
芦
原
新
校
基
本
設
計
が
8

月
末
に
完
了
し
、
本
市
に
と
っ

て
極
め
て
重
要
な
節
目
を
迎
え

て
い
ま
す
。
本
事
業
は
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
と
学
び
を
保
障
す
る
た

め
の
重
要
な
取
組
で
あ
り
、
市

民
の
関
心
も
一
段
と
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
小

中
学
校
の
改
築
・
再
編
に
関
す

る
特
別
委
員
会
に
お
い
て
協
議

を
重
ね
る
と
と
も
に
、
多
く
の

市
民
の
声
を
伺
い
ま
し
た
。
小

諸
市
の
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、
教
育
環
境
の
充

実
を
最
優
先
に
考
え
、
必
要
に

応
じ
て
一
定
の
工
事
費
の
増
加

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
妥
協

の
な
い
整
備
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
充
実
に
向
け
て

8
月
22
日
に
正
副
議
長
と
小
中

学
校
の
改
築
・
再
編
に
関
す
る

特
別
委
員
会
の
正
副
委
員
長
か

ら
小
泉
市
長
、
山
下
教
育
長
に
、

芦
原
新
校
の
設
計
に
関
し
て
給

食
室
、
児
童
館
、
保
健
室
、
ト

イ
レ
、
中
間
教
室
の
5
項
目
の

申
し
入
れ
を
提
出
し
ま
し
た
。

今
後
実
施
設
計
に
関
し
て
、
申

し
入
れ
事
項
の
状
況
を
随
時
確

認
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議会は芦原新校の設計に関する提案・要望

（申し入れ）を小泉市長、山下教育長に提出

� 令和 7年 8月22日

気になる！
どうなる！
どうなった⁉

市長、教育長ほか執行部との対談の様子

市長、教育長への申し入れの様子

〈小諸市議会からの
� 芦原新校設計に関する申し入れの内容〉

1 ．給食室を拡張し、十分な調理室のスペースを確保
・アレルギー食に対応できる安心・安全な調理スペースを確保すること。
・栄養士・調理員と情報共有し、現場の意見を設計に生かすこと。
・食中毒や異物混入などを防止するための配食システムを構築すること。

2 ．放課後児童の居場所となる児童館の拡張または独立設置
・利用者数を適切に把握したうえで、十分な子どもたちの活動スペースを確保
すること。
・仮設校舎を児童館として活用することも案として検討すること。

3 ．保健室の 2室設置
・小学生と中学生とで保健室用途が異なるため、 1階に 2室配置すること。
・保健室登校の想定及びシャワー室やトイレを設置する設計も検討すること。

4 ．トイレの増設と低学年児童に適するトイレ設置
・利用頻度の高い 1階にトイレを増設し、低学年児童にも使いやすい仕様へ改
修すること。

5 ．中間教室の 2室設置
・不登校傾向のある子どもたちが安心できる居場所として、最初の基本設計の
ように中間教室を小中学校別に 2室設置すること。

⬆
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特集記事

学
校
再
編
事
業

PICK UP Ⅲ
令和 7年度一般会計補正予算

　 【学校再編事業】賛成少数のため否決！

� 令和 7年 9月26日

気になる！
どうなる！
どうなった⁉
　

芦
原
新
校
の
整
備
に
伴
う
仮

設
校
舎
に
つ
い
て
、
工
事
中
の

騒
音
・
振
動
対
策
の
強
化
、
工

期
短
縮
等
を
目
的
と
し
て
、
当

初
計
画
し
て
い
た
一
部
仮
設
校

舎
を
全
部
仮
設
校
舎
に
変
更
す

る
た
め
に
必
要
と
な
る
追
加
費

用
を
補
正
す
る
も
の
で
、
仮
設

校
舎
賃
貸
借
契
約
に
係
る
債
務

負
担
行
為
の
限
度
額
に
つ
い
て
、

補
正
前
（
一
部
仮
設
校
舎
）
の

2
億
1
千
万
円
か
ら
、
補
正
後

（
全
部
仮
設
校
舎
）
4
億
円
に

増
額
す
る
も
の
。

　

こ
の
補
正
案
は
、
9
月
定
例

会
の
最
終
日
に
理
事
者
か
ら
提

出
さ
れ
、
予
算
決
算
委
員
会
で

は
約
3
時
間
に
わ
た
る
質
疑
と

討
論
が
行
わ
れ
た
。

　

討
論
の
結
果
、
委
員
会
・
本

会
議
と
も
に
賛
成
少
数
の
た
め

否
決
と
な
っ
た
。

補
正
予
算
案
【
学
校
再

編
事
業
】
の
概
要

賛成討論 反対討論

市誠会 幸笑みらい
日本
共産党

公明党 南の風

議
決
結
果

賛
成
：
反
対

青
木　

春
美

髙
橋　
　

公

小
林　

一
彦

丸
山　

正
昭

竹
内　

健
一

田
中　

寿
光

清
水
み
き
枝

中
村
美
奈
子

土
屋
さ
つ
き

楚
山　

伸
二

小
林
重
太
郎

掛
川　
　

剛

早
川　
　

聖

土
屋　

利
江

柏
木
今
朝
男

小
林　

哲
子

清
水
喜
久
男

田
邉　

久
夫

山
浦　

利
夫

否
決 8 ： 10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ × × × 議

長

〇は賛成、×は反対をあらわしています。　　議長は、表決に加わりません。

採決の結果

　全部仮設校舎とすることは子どもたちの教育
環境の充実にとって極めて重要だ。また、令和
10年 4 月の開校を目指して進めてきたが、本補
正が否決されれば工期が遅れる可能性がある。
工期延長によって増額補正が必要と
なる可能性もある。

　小諸市の財政は厳しく、35億円の予算枠を超
える増額は問題である。施設併設型なら、仮設
校舎も不要で、他の教育予算に充てられる。ま
た、今後の小諸東中学校区のための財源確保も
必要である。

　設計コンサルタント会社が果たしてきた役割
に懸念があり、場当たり的な補正が繰り返され
るおそれがある。今回の仮設校舎だけでなく全
体を再精査し、補正案を出し直すべき。

　 6月は「一部仮設校舎でも安全面や騒音対策
は問題ない。」と説明したのに、 9 月に「全部
仮設校舎」への変更が提案されたことは驚きだ。
議会からの申し入れが反映されておらず、仮設
校舎に関する補正が急きょ浮上した
点が問題である。

　一部仮設校舎の場合、新校開校までの芦原中
学校生徒は、騒音と振動のある本校舎で一部の
授業を受けることになり不憫でならない。全部
仮設校舎となることで、騒音や振動が大幅に軽
減されたより良い学習環境で過ごすことができ
る。また、工期の短縮も図られ、現在の芦原中
学校 1年生に、最後に新しい校舎の
空気で卒業を迎えることができる。
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〜 

キ
ラ
キ
ラ

小
諸
人 

〜

野
岸
小
学
校
3
年
1
組
と

2
組
の
皆
さ
ん

第33回

諸
の
こ
と
を
話
し
合
っ
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
い
つ
か
自

分
が
こ
こ
で
一
緒
に
話
を
し

て
い
た
ら
と
考
え
る
と
、
な

ん
だ
か
楽
し
い
感
じ
が
し
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
質
問
と
し
て
は

そ
こ
で
終
っ
て
欲
し
く
な
い
。

　

私
た
ち
演
奏
す
る
側
と
し

て
、
ホ
ー
ル
の
音
響
構
造
に

は
不
満
が
あ
る
。
こ
れ
を
改

善
す
れ
ば
演
奏
者
、
お
客
様

の
両
方
に
も
っ
と
喜
ん
で
も

ら
え
る
は
ず
。
だ
が
、
こ
う

い
っ
た
意
見
が
市
側
に
ち
ゃ

ん
と
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
と
の
疑
問
を
持
っ

た
。

　

ス
テ
ラ
ホ
ー
ル
は
今
後
、

市
民
に
と
っ
て
重
要
な
施
設

と
な
る
は
ず
な
の
だ
。

質
問
が
あ
っ
た
。

　

私
は
か
ね
て
よ
り
「
市
議

会
議
員
は
地
元
の
代
表
で
も

あ
る
の
だ
か
ら
、
も
っ
と
自

分
の
地
域
の
問
題
も
取
り
上

げ
た
ら
。」
と
も
感
じ
て
い

た
。
今
回
は
そ
う
い
う
内
容

の
質
問
も
あ
っ
た
。

　
『
音
楽
の
ま
ち
・
こ
も

ろ
』
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、

教
育
長
か
ら
「
月
末
金
曜
日

に
ス
テ
ラ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
は
市
民
に

大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。」
と

い
う
旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。

大
さ
を
痛
感
し
身
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。

　

フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
い
る
Ｂ
さ
ん
は
、

「
平
日
の
昼
間
の
議
会
の
傍
聴
に
は
絶
対

に
行
け
な
い
か
ら
、
必
ず
議
会
だ
よ
り
を

読
み
ま
す
よ
。
今
小
諸
市
で
何
が
話
題
に

な
っ
て
い
る
の
か
、
ど
ん
な
議
論
が
な
さ

れ
て
い
る
の
か
が
よ
く
わ
か
る
か
ら
。」

と
。
議
会
だ
よ
り
を
通
し
て
、「
小
諸
市

の
今
」
を
読
み
取
っ
て
下
さ
る
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
一

人
で
も
多
く
の
方
に
手
に
取
っ
て
読
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
な
議
会
だ
よ
り
に
な
る

よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。�

(

颯)

「
議
会
だ
よ
り
読
み
ま
し
た
よ
。」

と
言
っ
て
持
っ
て
い
た
議
会
だ
よ
り
を
私

に
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
Ａ
さ
ん
。
そ
の
紙

面
に
は
蛍
光
ペ
ン
で
色
分
け
し
た
線
が
た

く
さ
ん
引
か
れ
て
い
ま
し
た
。

「
大
切
な
こ
と
や
新
し
く
知
っ
た
こ
と
、

疑
問
に
感
じ
た
こ
と
や
更
に
聞
き
た
い
と

思
っ
た
こ
と
等
に
線
を
引
く
ん
で
す
。」

と
の
言
葉
を
聞
い
て
、
議
会
だ
よ
り
を
こ

ん
な
に
も
大
切
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
こ

と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
同
時
に
、
議
員

で
あ
る
こ
と
や
、
一
般
質
問
及
び
委
員
会

活
動
を
紙
面
で
伝
え
る
こ
と
の
責
任
の
重

　

9
月
定
例
会
一
般
質
問
の

2
日
目
を
傍
聴
。

　

今
回
3
日
間
を
通
し
て

『
学
校
再
編
で
低
減
が
見
込

ま
れ
る
コ
ス
ト
の
利
用
』

『
部
活
動
の
地
域
移
行
』
な

ど
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
内
容
の

　

今
回
は
社
会
科
の
学
習
で
、

市
役
所
庁
舎
内
の
議
場
に
見

学
に
来
た
野
岸
小
学
校
3
年

1
組
と
2
組
の
皆
さ
ん
の
声

を
聞
き
ま
し
た
。

よ
う
こ
そ
、
本
会
議

場
へ
！
普
段
は
入
れ

Q� 1
議
場
見
学
の
後
、
ど

ん
な
質
問
の
や
り
取

Q� 3
な
い
議
場
に
入
っ
た
印
象
は

ど
う
で
し
た
か
。

　

普
段
は
入
れ
な
い
場
所
だ

か
ら
、
特
別
感
と
ワ
ク
ワ
ク

感
が
あ
り
、
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

り
が
あ
り
ま
し
た
か
。

　

ま
だ
議
会
の
学
習
を
し
て

い
な
い
の
で
、
市
役
所
の
建

物
の
こ
と
や
、「
課
」
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

議
員
席
の
座
り
心
地

は
ど
う
で
し
た
か
。

Q� 2

　

少
し
高
か
っ
た
け
ど
、
フ

ワ
フ
ワ
で
や
わ
ら
か
く
、
背

も
た
れ
も
あ
っ
て
座
り
や
す

か
っ
た
で
す
。
自
分
の
好
き

な
席
に
座
る
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
で
す
。

議
場
を
見
学
し
た
感

想
は
い
か
が
で
し
た

Q� 4
か
。

　

小
諸
市
の
人
口
が
約
4
万

千
人
で
、
長
野
県
の
市
の
中

で
は
少
な
い
方
だ
と
い
う
こ

と
や
、
市
の
予
算
が
2
百
億

円
ぐ
ら
い
で
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
驚
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
小
諸
市
の
町

た
ん
け
ん
に
出
か
け
た
り
、

地
図
の
学
習
を
し
た
り
す
る

中
で
、
小
諸
は
と
て
も
広
い

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
家
や

お
店
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、

人
が
た
く
さ
ん
住
ん
で
い
る

と
も
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

市
役
所
の
建
物
も
大
き
く
、

3
百
人
も
働
い
て
い
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

人
が
足
り
な
い
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。

　

公
共
施
設
の
こ
と
を
学
習

し
た
と
き
、
市
立
図
書
館
や

よ
く
遊
び
に
行
く
公
園
、
こ

も
ロ
ッ
ジ
も
税
金
で
作
ら
れ

た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

難
し
い
お
話
も
あ
り
ま
し

た
が
、
日
本
の
国
旗
や
小
諸

市
の
梅
の
マ
ー
ク
の
旗
が
飾

ら
れ
た
特
別
な
部
屋
で
、
小


